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 制度の概要

東京都内の駐車場に設置されたPFOS含有泡消火薬剤を非含有薬剤へ転換する際の経費を補

助し、新たなPFOS排出リスクの低減を目的とした事業です。法律により製造・使用等が禁

止されているPFOSが含まれる古い泡消火薬剤の転換を促進します。

固定式泡消火設備の薬剤交換は必須条件となっており、設備の適正な管理と環境負荷軽減の

両立を実現する重要な制度です。消防署との事前協議・相談が必要で、計画的な申請準備が

求められます。

 支援内容

□ 中小企業者等

最大700万円 補助率：2/3以内

□ 大企業

最大500万円 補助率：1/2以内

 対象となる取組

※薬剤交換を含む転換工事が必須条件

 対象者

 補足事項

 採択率向上のポイント

 戦略的分析

【法的要請への対応】

【競争優位性の確保】

 PFOS転換の効果分析

環境負荷削減率：PFOS排出量を100％削減

コスト削減効果：補助金活用で約50-67％軽減

 転換作業の主要工程

作業項目 主な内容

既存薬剤除去 PFOS含有薬剤の安全な抜き取り

設備洗浄 配管・貯蔵槽の徹底洗浄作業

部品交換 ラバーパック・フォームヘッド更新

薬剤充填 非含有薬剤の適正充填・調整

機能確認 消防署立会いでの性能試験

 専門家活用のススメ

 必要書類とチェックポイント

提出書類 チェックポイント

申請書

見積書

設備資料

法人確認書類

 申請スケジュール

 問い合わせ

制度詳細 https://www.tokyokankyo.jp/apply/pfos/

お問い合わせ 公益財団法人東京都環境公社

技術支援部 技術課 環境改善係

TEL：03-3633-2282

受付時間：月～金曜日（祝祭日・年末年始除く）9:00-12:00／13:00-17:00

設備費、工事費、廃棄費等を支援

PFOS含有薬剤の交換費用含む

設備費、工事費、廃棄費等を支援

PFOS含有薬剤の交換費用含む

PFOS含有泡消火薬剤の入替工事

非含有薬剤・貯蔵槽部品の購入

設備の搬入・取付・洗浄作業

廃棄物の適正処理・運搬

都内駐車場に固定式泡消火設備を所有する事業者

中小企業者・大企業・独立行政法人

学校法人・医療法人・社会福祉法人

管理組合等の各種法人組織

工業会発行の管理台帳登録済証必要

化審法の第一種特定化学物質非含有

未使用の泡消火薬剤への交換必須

他団体からの補助金との重複受給不可

事前協議の充実：消防署との綿密な協議により技術的適合性を確保

適正な業者選定：専門資格を持つ業者との連携で信頼性向上

環境効果の明示：PFOS排出削減効果の定量的説明

計画の具体性：工程表と費用明細の詳細な提示

PFOS規制強化により転換は避けられない必要投資

早期対応により補助活用でコスト削減が可能

法令遵守と企業責任の両立を実現

予算限度があるため早期申請が有利

専門業者のスケジュール確保が重要

同業他社に先駆けた対応でリスク回避

消防設備士：法的適合性と技術基準の確実な遵守

環境コンサル：PFOS規制対応と環境効果測定

施工業者：工業会認定業者による安全確実な作業

申請支援：複雑な手続きの効率的な進行管理

設備所在地の正確な記載

転換理由の具体的説明

薬剤費・工事費・廃棄費の明細

複数業者からの相見積取得推奨

管理台帳登録済証の写し

現状設備の仕様・配置図

登記事項証明書（3か月以内）

納税証明書・暴排誓約書

事前準備期間

消防署との協議・相談必須／業者選定・見積取得に1-2か月程度

申請受付期間

2025年4月1日～2026年3月31日

予算達成次第終了のため早期申請推奨

審査・決定

申請から約1-2か月で交付決定通知

工事実施

交付決定後に契約・工事着手可能

実績報告

工事完了後30日以内

領収書・工事写真等提出必須

https://www.tokyokankyo.jp/apply/pfos/

